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登山月報
　公益社団法人へ移行して初めての定時総会が、５月

26日（日）に東京渋谷の岸記念体育会館で開催された。

議事では、平成24年度の事業報告及び収支決算報告

のほか役員改選が行われ、新体制がスタートした。

　総会に先立ち神﨑会長より以下の挨拶があった。

　「公益社団法人としてスタートした最初の定時総会

です。これから新生日山協は、社会の一員として責任

及び使命感が重くなり、社会貢献や公益目的事業など

が求められる中で、先ず組織や機構を変える前に、自

分たちの意識を変え、心構えをしっかりともって出発

していかなければならない。新公益法人では理事の定

数が削減され、合理的な運営・活動が求められるが、

最も重要なものは、岳連（協会）の活性化、専門委員

会の強化、理事会のリーダーシップである。登山界の

全員が社会の一員として責任、使命を果たしていくに

は、登山界が一丸となって社会に向かって行かなけれ

ばならない。登山が国民や社会に親しまれ、期待され

る正しい登山界創りの理念のもとに本協会を運営して

いきたい。そんな中で、今年のＧＷも遭難事故が多発

した。今考えなければならないことは、山に登る人全

てが登山界の一員であると位置づけ、登山者としての

責任を感じていただきたい。それには登山者の登録制

度を導入し、登山界が一丸となるためには47プラス

α体制の構築に取り組んでいきたい。」と挨拶。

　次いで尾形専務理事より総会の成立状況（定款第18

条）として、定数60名（定足数30名）、出席者49名、

委任９名、欠席２名で総会は成立したと報告された。

　議事役員の選出では、定款第16条の規定により神

﨑会長が議長に選出され、議事録署名人は、定款第

20条の規定により西内博及び四方宗和を指名して議

事に入った。

議　　事
⑴第１号議案　平成24年度事業報告（案）について
　尾形専務理事から資料を事前配布しているので、詳

細説明は割愛し、担当常務理事から補足説明の後、質

疑を受けたいと説明し、承認が諮られた。

　●第１号議案、提案通り承認。

⑵第２号議案　平成24年度収支決算報告（案）について
　相良常務理事より議案書に基づき、平成24年度の

収支決算報告として、貸借対照表、正味財産増減計算

書、正味財産増減計算者内訳表、財産目録、財務諸表

に対する注記、収支計算書等について説明された。

　その後、福田監事より４月15日、16日に行われた

監査報告を受けて、質疑を受けた。

●第２号議案、提案通り承認。

⑶ 第３号議案　平成25年度収支予算に係る付帯決議
について
　尾形専務理事から平成25年度上期の予算執行をみ

て、予算に変更が生じた場合、補正予算を組んで対処

することの承認と補正予算は、常務理事会に一任する
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ことの承認が諮られた。

　●第３号議案、提案通り承認。

⑷第４号議案　役員の選任について
　尾形専務理事より平成25年度～平成26年度の役員

について以下の候補者が提案され、承認が諮られた。

　 理事候補者：神﨑忠男、八木原圀明、國松嘉仲、佐
藤旺、尾形好雄、小野寺斉、西内博、仙石富英、森

下健七郎、京オ昭、水島彰治、瀧本健、青木秀則、

相良忠麿、北村憲彦、増山茂、小野倫夫、高橋時夫、

小宮山稔、永山義春、亀井正明、伊藤克己、小林弘

之、宮崎良平、多田修　以上25名

　 監事候補者：内藤順造、岡本忠良、中畠正喜　以上
３名

　● 第４号議案、一人ずつ個別に承認が諮られ、全員

が承認された。

⑸第５号議案　公益社団法人の基本財産について
　尾形専務理事より議案書に基づき、定款第35条の

規定により、本協会の基本財産は、公益社団法人移行

時に遊休財産控除対象財産として６号財産に整理した

30,000千円とすることの承認が諮られた。

　●第５号議案、提案通り承認。

⑹第６号議案　平成25年度収支予算書の修正について
　 尾形専務理事より議案書に基づいて、第5号議案

で承認された基本財産を受けて、平成25年度収支予

算書（内訳表/損益計算ベース）の指定正味財産期末残

高と一般正味財産への振替額の記載修正が諮られた。

　●第６号議案、提案通り承認された。

報　　告
⑴ 平成24年度山岳共済会事業報告及び収支決算報告
について
　尾形専務理事より資料に基づき、平成24年度の事

業報告と貸借対照表、収支決算報告が行われた。

　その後、岡本監事より４月16日に行われた監査の

結果が報告された。

⑵平成25年度正会員について
　 尾形専務理事より資料に基づき、５月11日の平成

25年度第１回理事会で承認された平成25年度正会員

が報告された。

⑶（公社）日本山岳協会組織・管理運営規程について
　尾形専務理事より資料に基づき、（社）日本山岳協

会の組織・管理運営規程を（公社）日本山岳協会の組

織運営に合わせるために一部改訂した規程について報

告された。

⑷国体山岳競技規則の改訂について

　高山常務理事より資料に基づき、国体山岳競技規則

集の改訂について説明があった。

⑸平成25年度中高年安全登山指導者養成講習会について
　 仙石常務理事から資料に基づき、平成25年度の開

催概要について説明があった。

⑹ 平成25年度ＳＣ指導者及びコーチ養成講習会実施
予定と義務研修の入力システム及びハイキングリー
ダー制度について
　永井常務理事から、資料に基づき、説明があった。

⑺第53回全日本登山体育大会について
　徳島の原正会員より資料に基づいて説明があり、開

催期日はＵＡＡＡ創立20周年記念総会の期日とバッ

ティングしているので、調整したいと報告。

⑻白馬大雪渓に於ける雪崩遭難と捜索活動について
　山口の小林正会員より４月27日に起こった白馬大

雪渓の雪崩遭難事故と捜索活動の報告がなされた。

⑼ 「山岳自然保護の集い（中央大会）」（第37回自然保
護委員総会）について
　 石倉常務理事より資料に基づき、実施要項の説明

があった。

⑽2020年五輪夏季競技候補について
　尾形専務理事より2020年五輪夏季競技候補に挙

がっているスポーツクライミングの現況について報告

があった。

　以上で定時総会は、閉会。 （文責　尾形好雄）

（出席者）神﨑忠男会長、國松嘉仲、八木原圀明、松元
邦夫各副会長。尾形好雄専務理事、相良忠麿、西内博、
仙石富英、永井豊、高山雅夫、石倉昭一各常務理事。小
野倫夫、服部一雄、宮本義彦、安藤武典、伊藤克己、京
オ昭、足達敏則各理事。高橋時夫（岩手）、相澤岩男（宮
城）、佐々木義宗（秋田）、清野孝（山形）、尾形一幸（福
島）、佐藤旺（東京）、古屋寿隆（山梨）、阿部信一（新潟）、
永山義春（富山）、高田和彦（石川）、牧野治生（福井）、
滝田博之（静岡）、亀井正明（三重）、木下喜代男（岐阜）、
四方宗和（京都）、山並久次（大阪）、古賀英年（兵庫・代
理）、遠山誠之介（和歌山）、松本実（島根）、山﨑裕晶（岡
山）、小林弘之（山口）、木村康男（香川）、原秀樹（徳島）、
宮崎良平（高知）、多田修（佐賀）、溝上春見（長崎）、工
藤文昭（熊本）、後藤利雄（大分）、夛賀進司（宮崎）、鮫
島寛行（鹿児島）、雨宮節（沖縄）　以上49名
（委任者）二階堂章信（茨城）、喜内敏夫（栃木）、吉村忠
明（奈良）、大西一俊（鳥取）、峯本典寛（愛媛）、佐藤光
由（常務理事）、水島彰治（常務理事）、谷口浩平（常務理
事）、堀井昌子（常務理事）　以上9名
（欠席者）寺内丈行（常務理事）、北山真（常務理事）　以
上２名
（同席者）福田昇、岡本忠良両監事、坂口三郎、山本久子、
国澤鎮雄、城隆嗣、田中文男、本木總子各顧問
（役員候補者）内藤順造、中畠正喜、小野寺斉、森下健七郎、
瀧本健、青木秀則、北村憲彦、小宮山稔、増山茂
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平成24年度事業報告
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

１．安全登山普及事業
⑴青少年育成事業
ア）高体連登山部関連
①第56回全国高等学校登山大会の開催　8/7～11
　新潟県・苗場・平標山86校、総勢900名参加
②第3回全国高等学校選抜クライミングﾞ選手権大会開催
12/22～23　埼玉・加須市民体育館

イ）ジュニア登山教室
①「少年少女登山教室」の開催（委託実施17件）
②「みんな集まれ！ジュニア登山教室 in 立山」の開催　
8/9～12　国立立山青少年自然の家ほか

③ジュニア普及情報交換会　2/16　東京
④「みんな集まれ！なすかし雪遊び隊」の開催
　3/27㈬～28㈭　国立那須 甲子少年自然の家
ウ）第3回日本山岳遺産サミットへの協力
エ）ワールド・ゲームズ・フェアの協力　3/16　東京
⑵登山に関する文化・学術の振興事業
ア）新聞・ラジオ・テレビ・雑誌等への情報提供
イ）第3回日本山岳グランプリ顕彰の公募と贈賞
　山森欣一（日本ヒマラヤ協会推薦）
ウ）平成24年度海外登山隊奨励金の公募と交付
　Mt.Shispare Expedition 2013.
エ）第25回海外登山女性懇談会の開催（12/11東京）
オ）各種スポーツ賞及び叙勲・褒章等の候補者推薦
・公認スポーツ指導者表彰：加藤正之（三重）、北村憲彦（愛
知）、山本一夫（大阪）

・自然公園指導員表彰：百瀬尚幸（長野）
・平成25年春の叙勲（旭日小綬章）：田中文男顧問
・第７回日本スポーツグランプリ：渡邉玉枝
・第51回全日本登山体育大会で宮本数男・福井県岳連名
誉会長を功労者特別表彰

・新春懇談会での功労表彰：小泉昌弘、小島守夫、羽野順一、
天津邦之、工藤文昭、井上邦彦、切嶋良、佐原晴人、安
間佐千、小田桃花

カ）各種登山及び山岳スポーツ大会等の後援（22件）
⑶安全登山の啓発事業
ア）中高年安全登山指導者講習会の開催
①東部地区（石川・白山々系）　9/21～23
②西部地区（愛媛・皿ケ峰山系）　10/12～14
イ）山岳レスキュー講習会
①8/31～9/2　長野県山岳総合センター
②1/25～27　国立登山研修所
ウ）平成24年度全国山岳遭難対策協議会の共催（文部科学
省他）　7/11　東京

エ）ＵＩＡＡ登山標準調査
・ＵＩＡＡ登山委員会に青山副委員長を派遣　4/20～22
セルビア、9/8～11チリ、3/9～10スロベニア

オ）研修及び研究会
①遭難対策研修会兼委員総会　6/23～24　茨城
②遭対常任委員研修会　5/12～13　埼玉

③国際委員総会兼第31回海外登山遭難対策研究会
　6/23～24　神奈川県・神奈川大学箱根保養所
④第51回海外登山技術研究会　2/23～24　八王子
カ）オーバーナイト・テントフォーラムの開催
　9/29～30　埼玉・長瀞
キ）第51回全日本登山体育大会の開催　10/27～29
　福井県・荒島岳ほか
⑷登山指導者育成事業
ア）指導者研修会
①指導委員研修・委員総会　6/9～ 10　東京晴海
②指導常任委員研修会　9/1～2　神奈川県山岳スポーツ
センター、2/2～3　谷川岳

③登攀技術研修会（Ａ級主任検定員・上級指導員養成講習
会）　10/13～14　三重・鈴鹿

④氷雪技術研修会（Ａ級、Ｂ級主任検定員）　2/9～10　大山
イ）指導者養成講習会
①スポーツクライミング指導員養成講習会（受講総数141名、
合格者129名）和歌山：6/23～24、7/21～22、　東京：
8/18～19、8/25～26　愛知：8/18～19、9/8～9、岩
手：9/16 ～17、9/22～23、鹿児島：10/6～7、11/23
～24、富山：10/13 ～14、10/27～28、山口：11/24～
25、12/27～28、長崎：12/15～16、1/13～14

②スポーツクライミング講師養成・主任検定員養成講習会　
9/1（土）～2（日）　神奈川県山岳スポーツセンター

③山岳指導員・上級指導員養成講習会（各岳連（協会）会長
に委嘱して実施）

ウ）ハイキング・リーダー（仮称）制度の検討
エ）国立登山研修所研修会の後援（通年）
２．競技会運営及び競技力向上事業
⑴競技会運営事業
ア）競技会・研修会の開催
①第７回山岳スキー競技日本選手権大会　4/7～8
　栂池高原
②第26回リード・ジャパンカップ
　（岐阜国体リハーサル大会）　6/4～5　岐阜県
③第15回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　8/11～13　富山県南砺市
④ルートセッター全国研修会　8/14～16　富山
⑤ＩＦＳＣクライミングワールドカップ印西2012大会　
10/27～28　千葉県印西市

⑥第３回全国高等学校選抜クライミング選手権大会
　（「青少年育成事業」の項参照）
⑦クライミング日本選手権「マムートカップ」
　1/5～6　東久留米市
⑧MAMMUT Presents 第８回ボルダリング・ジャパンカップ
大会 2/23～24　駒沢オリンピック公園屋内球技場

⑨ユース日本選手権大会　3/30～31　千葉県印西市
⑩競技委員会ブロック別研修会
イ）国体山岳競技の主管
①4/22 岐阜国体第1回基準会議、岐阜県岐阜市
②6/8 岐阜国体第2回基準会議、岐阜県岐阜市
③9/8 組合せ抽選会　渋谷・FORUM8
④ブロック大会の開催（委託実施）
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⑤9/30～10/2　第67回岐阜国体山岳競技
　岐阜市文化センター金公園
ウ）競技運営
①競技委員総会の開催（4/1、東京）
⑵競技力向上事業
ア）日本代表選手の選考と派遣
①アジア選手権（4/25 ～28、中国）
②第３回アジアビーチゲームズ（6/15 ～21　中国）
③アジアユース選手権大会（7/9～11　イラン）
④世界ユース選手権（8/29～9/1　シンガポール）
⑤世界選手権（9/12～16　フランス）
⑥ボルダリングW-cup（第１戦～第６戦　4月～8月）
⑦リードW-cup（第１戦～第９戦　7月～11月）
※安間佐千選手が2012ＩＦＳＣワールドカップ（リード）
の総合チャンピオン

⑧山岳スキー競技世界選手権大会（2/8～16　フランス）
⑨山岳スキー競技アジア選手権大会（2/16～17　韓国）
ウ）スポーツ障害予防の啓発
エ）ドーピング防止の指導啓発
①ドーピング検査実施
②ドーピング防止思想の啓発・教育
３．登山研究調査事業
⑴国際交流事業
ア）派遣
①日中韓技術交流研修会（10/23～29　韓国）
②大韓山岳連盟創立50周年記念祝賀会（４/23　韓国）
③元中国登山協会主席・史占春氏葬儀（2/2　中国）
イ）国際交流
①日パ国交60周年記念レセプション（4/26　東京）
②西蔵登山協会代表団来日歓迎会（4/16　東京）
③パキスタン・ナショナル・デーレセプション（3/21　東京）
⑵医・科学支援事業
ア）日体協公認スポーツドクター養成支援（代表者協議会
への出席）

イ）UIAA MedCom のテーマ「非コーカサス人種と高所」の
調査・研究の発表

ウ）UIAA医事委員会へ堀井昌子常務理事を派遣（7/18～
19　カナダ・ウィスラー）

エ）日山協が支援している医科学的諸事業
①国際認定山岳医研修会
②日本登山医学会認定山岳医研修会
③ＮＰＯ富士山測候所を活用する会
④ＪＳＭＭ登山者検診ネットワーク
⑤日本登山医学会ファーストエイド講習会
⑶山岳環境保全事業
ア）研修及び研究会
①自然保護委員総会・研究会の開催（9/8～9　北海道）
②常任委員現地研修会（6/23～24　湯の丸・浅間高原）
③第３回指導員研修会（11/17　東京）
イ）自然保護の啓発
①自然保護指導員制度の推進（2012年８月１日現在、
1,461人）

②全国環境月間（6月）の実施

③環境庁・自然公園指導員制度への協力
④山の野生鳥獣目撃レポート・プロジェクトの推進・試行
ウ）その他
①トレイルランの実態調査の検討
②「山はみんなの宝」憲章及び登山ルールづくりの支援
③総合的山岳環境保全対策推進（自然公園財団）に係る検
討会への協力

【共益事業】
１．広報等
ア）『登山月報』毎月15日定期発行　第517号（４月号）～第
528号（3月号）、第517号よりＡ４サイズに変更

イ）ＨＰの更新 
・ＨＰへのアクセス件数（2011年10月～12年10月）：
20万回（訪問数）、12万人（ユーザー数）、83万頁（頁閲
覧数）、アクセス国：日本99％、諸外国0.45％（900ア
クセス、米国0.2％、アジア0.25％）

２．会議等
ア）会計監査　4/23～24
イ）総　会　5/20
ウ）参与会　10/27　福井県（第51回全日大会開催時）、
1/19　東京（新春懇談会開催時）

エ）理事会　5/20、11/11、3/10
オ）常務理事会　毎月定例㈭開催 
カ）評議員会　2/17
キ）三役会　毎月常務理事会の前に開催
ク）常任委員会　毎月1回以上開催
ケ）2013年新春懇談会（1/19、東京）
サ）山岳４団体懇談会（7/25，幹事：日本山岳ガイド協会）
シ）「山の日」制定プロジェクトの推進
・「山の日」ネットワーク東京会議開催（10/3　東京）
ス）2012国際山岳年プラス10シンポジウム開催
　（6/23～24　東京）
セ）国際会議
①ＵＩＡＡ理事会　5/11～13　ハンガリー（欠席）
②ＵＡＡＡ理事会　6/20～25　イラン
③ＩＳＭＦ総会　6/23　イタリア　　
④ＵＩＡＡ総会　10/10～15　オランダ
⑤ＵＡＡＡ総会　10/17～22　韓国
⑥ＩＦＳＣイベントコミッション・ルール会議　11/17
　スロベニア
⑦ＩＦＳＣイベントオーガナイザー会議　11/24
　イギリス
⑧ＩＦＳＣ総会　3/9～10　中国
ソ）スカイプ会議の導入
タ）「変わる！日山協」プロジェクト・チームとワーキング・
グループの活動

チ）公益社団法人の移行認定申請は、8/14に申請書類を
電磁申請し、9/6より内閣府公益認定等委員会の審査開
始となった。9/14に申請書類に関するヒアリングがあ
り、その後、５度追加資料の提出を求められた。そして
11/16付で内閣府公益認定等委員会から内閣総理大臣宛
てに日山協が認定基準に適合する旨の答申がなされた。
認定証は、3/21に交付。
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（単位：円）
科　　目 当年度

(H25/3/31)
前年度

(H24/3/31) 差　　異

Ⅰ 資産の部
  １ 流動資産
       現金･預貯金･郵便振替　 15,280,385 10,436,255 4,844,130
       未収金 3,785,408 12,298,194 △ 8,512,786
       前払費用 206,810 257,210 △ 50,400
       仮払金 0 160,000 △ 160,000
　 　流動資産合計 19,272,603 23,151,659 △ 3,879,056
  ２ 固定資産
   (1) 基本財産
  　 　基本財産定期預金 50,000,000 50,000,000 0
   　　基本財産合計 50,000,000 50,000,000 0
   (2) 特定資産
       国民スポーツ登山振興基金 15,495,367 15,495,367 0
 　  　退職給付引当資産 1,836,129 1,335,863 500,266
 　  　特定資産計 17,331,496 16,831,230 500,266
   　基本財産･特定資産合計 67,331,496 66,831,230 500,266
   (3) その他固定資産
       機械器具 32,150 108,065 △ 75,915
       什器備品 396,375 554,925 △ 158,550
 　  　電話加入権 43,989 43,989 0
 　  　その他固定資産合計 472,514 706,979 △ 234,465
     固定資産合計 67,804,010 67,538,209 265,801
     資産合計 87,076,613 90,689,868 △ 3,613,255
Ⅱ 負債の部
  １ 流動負債
　     未払金 2,287,885 9,122,167 △ 6,834,282
　     未払費用 750,000 0 750,000
　     前受金 176,100 269,300 △ 93,200
　     前受会費 24,000 0 24,000
　     預り金 234,641 275,768 △ 41,127
       仮受金 0 24,000 △ 24,000
     流動負債合計 3,472,626 9,691,235 △ 6,218,609
  ２ 固定負債
 　  　退職給付引当金 1,835,500 1,335,500 500,000
       固定負債合計 1,835,500 1,335,500 500,000
     負債合計 5,308,126 11,026,735 △ 5,718,609
Ⅲ 正味財産の部
  １ 指定正味財産 0
   　指定正味財産合計 50,000,000 50,000,000 0
　  (うち基本財産への充当額) (50,000,000) (50,000,000) 0
  ２ 一般正味財産 0
   　一般正味財産合計 31,768,487 29,663,133 2,105,354
　  (うち特定財産への充当額) (17,331,496) (16,831,230) (500,266)
     正味財産合計 81,768,487 79,663,133 2,105,354
     負債及び正味財産合計 87,076,613 90,689,868 △ 3,613,255

科　　目 当年度
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(1)経常収益
　　　基本財産運用益 4,010
　　　　基本財産受取利息 4,010
　　　受取会費 14,502,000
　　　　正会員受取会費 11,450,000
　　　　特別会員受取会費 20,000
　　　　賛助会員受取会費 1,920,000
　　　　団体賛助会費 750,000
　　　　参与事務連絡費 362,000
　　　事業収益 89,374,132
　　　　共済会事業委託金 40,000,000
　　　　登録料 4,300,000
　　　　参加者負担金 22,288,000
　　　　協賛金 15,490,000
　　　　広告料 2,560,000
　　　　刊行物収益 981,100
　　　　その事業収益 3,755,032
　　　受取委託金 2,900,000
　　　　日本スポーツ振興センター委託金 2,900,000
　　　受取補助金等 18,177,917
　　　　日本オリンピック協会補助金 3,452,000
　　　　国民体育大会補助金 5,018,020
　　　　日本体育協会補助金 1,390,897
　　　　日本スポーツ振興センター スボーツ振興くじ補助金 3,562,000
　　　　日本スポーツ振興センター スポーツ振興基金補助金 4,755,000
　　　雑収益 268,352
　　　　受取利息 20,914
　　　　雑収益 247,438
　　　経常収益計 125,226,411
　　(2)経常費用 0
　　　事業費 98,878,988
　　　　給料手当 11,002,647
　　　　会議費 1,411,706
　　　　旅費交通費 23,738,943
　　　　通信運搬費 1,578,892
　　　　消耗什器備品費 113,085
　　　　消耗品費 1,186,597
　　　　修繕費 84,000
　　　　印刷製本費 9,272,345
　　　　賃借・リース料 6,861,113
　　　　保険料 859,640
　　　　諸謝金 12,386,650
　　　　負担金 5,578,791
　　　　助成金・事業交付金 9,441,186
　　　　委託費 6,317,799
　　　　大会施設・修繕費 3,200,420
　　　　派遣費 2,397,500
　　　　大会記念品 347,221
　　　　大会賞金 2,621,925
　　　　交際費 420,000
　　　　雑費 58,528
　　　管理費 24,166,154
　　　　給料手当 4,390,087
　　　　退職給付費用 500,000
　　　　通勤費 950,140
　　　　福利厚生費 247,060

平成25年３月31日現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　額（
流
動
資
産
）

現金 手元保管 日常の小口資金として 113,444
預貯金 当座預金

みずほ銀行渋谷支店 日常の入金、出金口座 5,038,962
普通預金 7,487,752
みずほ銀行渋谷支店
　3382463

日本スポーツ振興協会助
成金入金口座 2,187,182

みずほ銀行渋谷支店
　3382501

免税口　現在使用中止　
利息のみ発生 196,300

みずほ銀行渋谷支店
　3382563

日本オリンピック委員会
補助金入金　選手派遣費 938,577

みずほ銀行渋谷支店
　3382447

日本体育協会補助金　指
導講習会費用 2,890,625

三菱東京UFJ渋
谷明治通支店　
3788361

日本スポーツ振興くじ補
助金事業 253,455

三菱東京UFJ渋
谷明治通支店　
3780203

定期預金　利息入金 709,469

みずほ銀行渋谷支店
　8017119

国民スポーツ登山振興基
金利息 68,253

みずほ銀行渋谷支店
　1323253　

中高年安全登山指導者講
習会 243,891

ゆうちょ銀行郵便振替 2,640,227
　0110-5-546693 一般会計入金、参加費他入

金 1,823,612
　0110-8-407261 指導参加費他入出金 816,615

未収金 3,785,408
補助金 2,973,000
大会参加費 159,000
選手登録料 226,000
その他 427,408

前払費用 206,810
流動資産合計 19,272,603
(固定資産)
基本財産 50,000,000

基本財産定期
預金

みずほ銀行渋谷支店
　1714787 当法人の基本財産 50,000,000

特定資産 17,331,496
国民スポーツ登
山振興基金資産

三菱東京UFJ渋谷明治通支店
　3780203

国民スポーツ登山振興基
金特別会計 15,495,367

退職給付引当
資産

みずほ銀行渋谷支店
　8141855

職員の退職金支払いに備
えたもの 1,836,129

その他固定資産 472,514
機械器具 PC 32,150
什器備品 書庫 396,375
電話加入権 43,989

固定資産合計 67,804,010
資産合計 87,076,613
(流動負債)

未払金 2,287,885
選手登録還付金 455,200
自然保護還付金 180,000
審判員登録料還付金 163,500
参与通信費還付金 356,000
その他 1,133,185

未払費用 750,000
前受金 176,100

大会参加費 150,000
月報購読料ほか 26,100

前受会費 前受会費 24,000
預り金 234,641

給与・謝金源泉税 158,168
保険料預り金 66,473
その他 10,000

流動負債合計 3,472,626
(固定負債)

退職給付引当金 退職金支払いに備えたもの 1,835,500
固定負債合計 1,835,500
負債合計 5,308,126
正味財産 81,768,487

　　　　会議費 553,435
　　　　旅費交通費 5,887,947
　　　　通信運搬費 899,016
　　　　減価償却費 158,550
　　　　消耗什器備品費 220,103
　　　　消耗品費 318,168
　　　　印刷製本費 1,025,149
　　　　光熱水料費 37,705
　　　　賃借・リース料 2,543,334
　　　　保険料 294,460
　　　　租税公課 91,350
　　　　会費・負担金 2,209,240
　　　　助成金・事業交付金 1,154,700
　　　　交際費 383,357
　　　　手数料 1,289,265
　　　　IT関連 959,428
　　　　雑費 53,660
　　経常費用計 123,045,142
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 2,181,269
　　　評価損益等計 0
　　　当期経常増減額 2,181,269
　２．経常外増減の部 0
　　(1)経常外収益 0
　　　経常外収益計 0
　　(2)経常外費用 0
　　　経常外費用計 75,915
　　　　固定資産減損損失 75,915
　　　　当期経常外増減額 △ 75,915
　　　　当期一般正味財産増減額 2,105,354
　　　　一般正味財産期首残高 29,663,133
　　　　一般正味財産期末残高 31,768,487
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　　当期指定正味財産増減額 0
　　　　指定正味財産期首残高 50,000,000
　　　　指定正味財産期末残高 50,000,000
Ⅲ　正味財産期末残高 81,768,487
（注）公益法人会計基準適用初年度の経過措置により前年度の数値については記載していない。
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氷雪技術研修会（富士山）報告
（４/28～29）

　例年、３月に開催していたのをゴールデンウィーク

に変更して開催した。３月だと４合目か馬返しからの

アプローチがほとんどだったが、今回は、車で五合目

まで入れたので、受講者には好評であった。主任検定

員と上級指導員の講習は同時に実施。研修会終了後、

佐藤小屋の佐藤さん宅で、来年度以降の開催について、

山梨岳連の方々とも相談し、山梨岳連主管も検討して

いただくことになった。

　参加者は、研修会７名、Ａ級主任検定委員４名、上

級指導員１名で、 講師が４名。

（指導常任委員　野村善弥）

Ａ級主任検定員養成講習会感想
（北海道山岳連盟・斜里山岳会　滝澤大徳）

　４月28日（日）から29日（祝）の2日間、富士山に

おいて開催された主任検定員養成講習会についてレ

ポートする。

　同日程で上級指導員養成講習会と氷雪技術研修会も

開催され、講師４名に受講者12名が富士急行富士山

駅改札口に集合した。快晴でスッキリとそびえる富士

山に向かい富士スバルラインを五合目終点まで車に分

乗して移動。今年の連休は3日間の平日を挟み前半と

後半に分かれていたが、前半の中日ということで五合

目も多くの観光客で賑わっていた。そこから先は雪の

残る登山道を佐藤小屋へ。佐藤小屋も外国人ハイカー

を含め賑わっていた。

　佐藤小屋では主任検定員と上級指導員のグループと

氷雪技術研修会のグループに分かれて講習が開始され

た。検定員の役割と任務、講習会や検定の実務や進め

方についてテキスト3冊分をみっちりと講義していた

だく。指導員制度の変遷から現在の問題点、指導内容

で見直しが行われている箇所とそれを講習会でどのよ

うに組み込んで行くのかなど、講習会の進行や指導方

法に関する具体的な説明も一部盛り込まれていた。指

導員や上級指導員の指導に当たっての指針的な部分と

具体的な技術的な部分のすり合わせについて疑問に感

じていた部分があったが、今回の講習を受けて整理が

ついた。

　佐藤小屋のビーフシチューをメインとした夕食の

後、短い時間であったが講師の方々と参加者で交流を

図る機会もいただけた。

　明けて２日目、吉田うどんのしっかりとした朝食を

いただき野外研修へ。まずは研修場所へ移動かとピッ

ケルをザックに付けたままでいたら、移動までも実質

的な検定と宣言されていたはずだと不携帯を指摘さ

れ、自身の認識の甘さを反省する。例年より雪が少な

く六合目を越え急傾斜の谷状地形へ。移動の合間も行

動、動作について指導方法の説明を求められる。氷雪

技術研修会のグループからは何やら大きな掛け声も上

がっていたが、主任検定員と上級指導員のほうはアイ

ゼンの着脱や歩行技術、スタンディング・アックス・

ビレイなど積雪期の行動と技術等など淡々と進行して

いく。できて当たり前という雰囲気はポカポカとした

日差しとは裏腹に、受講する側としては何について指

導課題を与えられるかヒヤヒヤものであり、設問に対

して次々に補足を求められるうちに頭が真っ白になる

瞬間もあった。自身が指導員を受験した時もこうだっ

た、と検定を受ける立場になることで初心に帰ること

ができた。最後は一人ずつ指導方法を審査いただき、

佐藤小屋に下山後、解散となった。

　指導員や上級指導員の養成講習会では、対象となる

登山者を受講者が指導することができるレベルにしな

ければならないわけだが、ともすれば受講者自身がで

きればそれでおしまいで、指導するところまで至って

いない、という状況からスタートすることが往々にし

てある。ほかの登山者を指導できなければならないと

いう部分を理解していただき、どのように伝え、実践

していただけるようにするのか。指導項目の羅列では

なく、指導方法の工夫、話の膨らませ方と脱線しない

ようにする話術や気配りなど、今回の検定員講習を受

講し、講師の方々はもちろん参加された受講者と接し
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てあらためて考えさせられ勉強となった。富士山では

27日に遭難事故が発生しており、講習中も上空をヘ

リコプターが旋回していた。この光景もまた安全な登

山の普及とそのための指導員の育成について考えさせ

られるものだった。

　今回の研修会は富士山でのこの時期での開催は初め

てとのことだが、時期、交通アクセス、天候や環境な

ど状況の想定や設定が容易なことで催行の確率も高い

と思われる。各山岳会においては大型連休ということ

で合宿等を組む時期であるが、開催を定着化させるこ

とで、この時期は研修への参加、という流れもできる

と考える。

　余談だが、研修終了翌日の30日に国際記念物遺跡

会議が「富士山」を世界文化遺産に登録するよう勧告

した。まだ未決とはいえ、信仰と芸術の日本を代表す

る世界遺産登録地での研修ということで、技術的な研

修のみならず山岳文化や自然保護分野のオプション研

修を設定するなどで新たな受講者の発掘も期待できて

面白いかもしれない。

 以上

平成25年度氷雪技術研修会感想
（東京都山岳連盟　阿川一幸）

　日山協主催の富士山氷雪技術研修会に参加してきま

した。４月28、29日の１泊２日の行程で佐藤小屋の

周辺で行われました。氷雪技術研修会参加者７名Ａ級

主任検定員・上級指導員養成講習会参加者５名講師・

スタッフ４名計１６名で開催されました。１日目は佐

藤小屋で１時間位の机上講習を受け、小屋の２階で翌

日の実技の為のロープワークを中心に講習を受けまし

た。夜は食事と雑談で受講生・講師間でコミュニケー

ションを取りました。机上講習の内容は、主に氷雪技

術の指導員の教育と研修・雪上における確保全般につ

いてでした。

　２日目は小屋前８時集合、14時解散の予定で行わ

れた。主な内容は雪上での確保支点を作る幾つかの方

法と滑落停止とスタンディング・アックス・ビレイ

（ＳＡＢ）のポイント等です。講習場所まで行く間ハー

ネスの正しい装着とアイゼン等で危ない腰のスリング

の処理・歩き方等の注意を受けた。講習はデブリ箇所

の横の斜面で行われたが危険箇所の自己防衛・リュッ

クを安全な場所に一箇所に置くよう注意を受けた。デ

ブリ箇所等の締まった雪と軟らかい雪でのスノー・ピ

ケットの使い方を習う。特にハンマーで打ち込み、ピ

ケットの頭を押し込み最後に雪を載せ足で固めるか、

固めないかで強度がかなり落ちることを全員で引っ張

り体感できた。スリングの長さは２ｍ位で打ち込み角

度は17°位がベストでアゴの雪の処理も重要である。

軟らかい雪面ではスノー・ピケットを横にアンカーし

て、強度の確認をした。土嚢を使ったアンカーは安く

軽く、きちんと施工すれば強度が強いことが体感でき

た。スノー・ポラードも柴などで補強して懸垂下降用

にでき、最後に取り外すバックアップの重要性も学ん

だ。最後にアンカーとして60cm位の弾性のある小枝

を使いスリングを２箇所取りＶ字型の溝で雪を締め固

め強度の強さを確認した。ブッシュであの支点の取り

方は結び方や方向性が重要であり注意が必要だと感じ

た。滑落停止の練習では初期制動と脇を締めてピック

を雪面に垂直にきちんと刺す事と普段から体で覚える

ように練習する事を注意された。最後にスタンディン

グ・アックス・ビレイ（ＳＡＢ）を山足でスリングを

踏む方式で行われた。ＳＡＢの認識として第一支点の

カラビナを通過する際の摩擦によって衝撃値を軽減す

ることができ、肩がらみのロープが真下に引かれる事

により安定した姿勢でビレイが出来る事と足の置き場

とその下の雪の締め固めの重要性と技術の本質が固定

確保でなく制動確保であることがわかるまで研修時間

ぎりぎりまで交代で勉強させていただきました。実り

のある研修会でした。今後自分の会でもこれらの技術

の普及向上に努めていきたいと思いました。

今年も次のようにジュニア登山教室を開催します。「立山青少年自然の家」にみんな集まれ！

【と　き】2013年８月11日㈰～14日㈬（３泊４日）  【ところ】富山県立山町「国立立山青少年自然の家」
【内　容】立山登山、カルデラ博物館見学、森や野原の恵みを使ったクラフト、クライミング体験、弥陀ヶ原自然観察・青少年自然の家散策など
【募　集】小学校４年生から中学校１年生ぐらいまで30名（先着順）
【参加費】こども17,000円（保険料、宿泊食事３泊９食代等） ※現地までの交通費は各自ご負担下さい。送迎バス（東京発）利用は往復8,000円。
【申込み・問合せ】（公社）日本山岳協会 事務局 〒150-8050　東京都渋谷区神南１－１－１　TEL：03-3481-2396　FAX：03-3481-2395
【締　切】 ７月15日（月）

みんな集まれ！ジュニア登山教室in立山2013
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第55回 Mountain World

エヴェレスト登山　この10年

池田常道

　10年前のいまごろ、山と溪谷誌上に「エヴェレス

ト  満員御礼」と題する記事が掲載された。エリザベ

ス・ホウリー女史の手になるシーズンリポートを筆者

が翻訳し、種々のデータをつけ加えたものだ。初登頂

50周年を迎えた世界最高峰に史上最高の69隊（ネパー

ル側35、チベット側34）が殺到し、さまざまな問題

を引き起こしたことが述べられている。

　261人が頂上に立ったこの年、南面のヒラリー・ス

テップや北面のセカンド・ステップで渋滞が発生、時

間切れで断念に追い込まれる隊が続出した。遭難死は、

懸念されたにもかかわらず３人で済んだが、滑落して

きた登山者にぶつかられて重傷を負ったり、放置され

た酸素ボンベが落ちてきて後頭部を直撃されたりした

事例が報告されている。そして、ヒラリーやメスナー

などが登山規制の必要性を説いていることも。

　では、10年後のいまは、どうか。今季の登頂者は

ネパール側から467人、チベット側から170人（暫定

集計）の計637人に達し、遭難死者は8人だった。５

月17日から25日の間に500人以上が頂上に立ち、19

日夜から20日にかけて、じつに150人以上が登頂し

た。渋滞待ちは最大３、４時間に及んだという。渋滞

解消のため、ローツェ・フェースでは、数年前から登

り下り二重に固定ロープが設置されるようになった。

ヒラリー・ステップにも下降専用ロープを固定したと

聞くが、こちらは狭い稜線ゆえ却って危険な斜面に誘

導する結果になり、効果はなかったようだ。

　４月中旬以降しばらくは天候が悪く、ローツェ・

フェースのルート工作は進捗しなかった。ウェスタン・

クウムには、ルート開通を待つ登山者が蝟集し、シェ

ルパたちにかかるプレッシャーは相当なものだった。

前号で報じた暴行事件にはそんな背景もあった。

　2003年までの延べ登頂者数が50年間に1920人

だったのが、いまや6000の大台を超えた。10年間毎

年400人以上が登頂した勘定だ。当時の最高登頂回数

はアパ・シェルパの13回だったが、アパは昨年まで

に21回に達し、今季はプルバ・シェルパがそれに並

んだ。外国人ガイドのなかにもデイヴ・ハーン（米）

の15回、ケントン・クール（英）の12回など二桁登

頂を記録する者がふえている。

　ガイドやシェルパの個人的記録はさておき、昨今問

題視されているのは、公募登山隊の質の低下である。

ある程度実績のある隊に、中小の公募隊も加わってク

ライアントの奪い合いが起きている。公募隊の評価を

高めるのは、なんといっても過去の成功率なので、そ

れがなければ料金を安くするか、隊員資格をゆるめる

かしなければ客は集まらない。従来ならはねられた客

が、べつの公募隊に参加して遭難した例もある。いく

ら酸素を吸っても、一定レベルに達していない人が挑

めるほど、エヴェレストはやさしくない。BCまでの

ロジスティクスは請け負うが、登山は客まかせという

システムも需要が多い。下山中に動けなくなって、ガ

イドやシェルパに置き去りにされたまま死に至った例

も散見する。シェルパにしても、多くのヒマラヤ登山

で修羅場をくぐってきた者より、公募隊育ちの若い

シェルパがふえている。だが、貴重な外貨収入（昨年

10月号の本欄参照）を重視するネパール政府は事態

の解決に手が回らない。

　今季は、三浦雄一郎氏が80歳の最高齢登頂記録を

樹立して話題になった。１歳年上の元グルカ兵ミン・

バハドゥル・シェルチャンも再度の記録更新を狙って

ＢＣ入りしていたが、アイスフォールで体調が悪化し、

ヘリでカトマンズまで救出された。10年前といえば、

三浦氏が70歳で当時の最高齢記録を更新した年だが、

このとき71歳だった（はずの）シェルチャンは、ま

だ「発見」されていなかった。彼が登場するのは5年後、

三浦氏（75）を1歳上回って登頂したときだった。今

回は、ヘリでＢＣに飛来しながら高所順応もせず、ずっ

とテントに引きこもっていたという。そういえば、彼

が5年前に登頂したという証拠も公になっていない。

　エヴェレストでの記録はすべてネパール人の手に、

という思いは、シェルパばかりでなくネパール当局者

の間にも強いらしい。かつて90年にベルトラン・ロ

シュ（仏）が17歳217日で登ったときも、73年に18

歳とされたシャンブ・タマンがじつはもっと若かった

という証拠が「発見」されたし、2010年にジョーダ

ン・ロメロ（米）が13歳で登頂したときも、ペンバ・

ドルジなどは、（ネ政府の年齢規制にかかわらず）10

歳の息子を登らせるといきまいていた。ペンバ自身が

10年前に挑んだスピード登頂記録にしても、88年に

マルク・バタール（仏）が無酸素で作った記録を、酸

素を吸いながら破ろうとしたものに過ぎないのだ。偏

狭なナショナリズムが登山をスポイルする好例だろ

う。
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日　時　2013年５月３日（金）、４日（土）
場　所　イタリア　オルビエート
参　加　神﨑会長、小野寺（記録）
主　管　イタリア山岳会（ＣＡＩ）

１. 概　要
　ＵＩＡＡの春の理事会は５月の第１土日を跨いで、

総会については同時に秋の理事会も開催されるが、

10月の第１土日を跨いで、と言うように原則的に決

まっており、よほど開催場所に特別のイベントが無い

限り、これらの日に開催されることになる。ヨーロッ

パには日本の様にＧＷが無いので、誰も気にしないで

普通通り開催された。開催場所のオルビエートはロー

マとフィレンツェの間にあり電車でローマから約１時

間北西に、フィレンツェからだと南東に約１時間40

分の距離にある。街そのものは小高い丘状になってお

り、駅からはケーブルカーで登る。ローマ帝国より前

の時代、今から約3,000年前に造られた、と言われる

洞くつが観光の対象になっており、それなりに観光客

が訪れていた。しかし詳細な調査はこれからのようで

ある。ホテルについては大きい建物はなく、参加者は

2つのホテルに分かれて宿泊した。

　会議は、２日間であるが、１日目は非正規会議と

なっており、翌日の正規会議をスムーズに行うための

ネゴシエーションの役目も果たしている。文章の都合

上Agendaに則った形で両方まとめて正規会議の形で

報告する。

２. 議　事
　理事会はＥＢ（Executive Board）とMC（Management 

Commission）のメンバーで構成される。神﨑会長は

ＭＣメンバーである。ＵＩＡＡ会長を含めたＥＢは５

人全員出席、ＭＣは13人であるが、アルゼンチンは

欠席、ニュージーランドは１ヶ月前に登山中に事故に

遭ったとのことで、命に別状はないがやはり欠席とな

る。議長はＵＩＡＡ会長のFritsが務めた。定足数に

達したことの宣言、Agendaの承認（投票）、前回理事

会の議事録承認（投票）と難なく進んだ。主な議題は

以下の通りである。

２-１.会長レポート
　報告という形にはなっているが、今後ＵＩＡＡが力

を入れていく事業について所信が述べられた。2013

年～2016年にかけての重要事項を戦略アイテムとし

て複数点上がっており、その中でトレーニング標準、

そしてアイスクライミングが真っ先に挙げられた。前

者は南米、南アフリカなどで実績を上げており、後者

はＴＮＡ（ノースフェイス）をスポンサーにしてオリ

ンピック種目を目指して行っている。若いクライマー

の育成、その他各委員会活動のことにも触れた。

　ドイツ、オーストリアの再加盟についても良好な感

触を得ており、この10月が一つの目途となる。ＩＯ

ＣやSport  Accordの要人と話をし、ＵＩＡＡとその

価値を高めるべく宣伝して回っている。

　財務関係はよくなり安定している。ＴＮＡのスポン

サーのこともあるが、加盟団体からも昨年の会費も

入っている。オフィスのスタッフの一部が交代した。

　ヨーロッパのトレードショーにもスポンサー関連ば

かりでなくＵＩＡＡラベル提供者としても出展した

い。

　就任後、過去６ケ月間を振り返り、正しい道を歩ん

でいると確信している。ＥＢ、ＭＣ及び他の委員会の

メンバーと共に邁進していきたい。

２-２.オフィスレポート
　前述の様にスタッフの一部が交代した。辞めた後も

自然保護委員会表彰プロジェクトの一員としては残

る。働いているメンバーは複数人であるが、他国にい

るweb等の専門家も入れ、１人分に満たない人もおり、

全体として2.6人体制となっている。Web 、ＩＴ関連

として、Group-Officeの概念を活用し、ＵＩＡＡ各委

員会のドキュメントはホルダーに入れ、パスワードで

ＵＩＡＡ理事会報告

会議風景
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見るようにしている。後の話になるが、このシステム

は委員会所属の人にだけ見ることが出来るようになっ

ており、もっと関連者も見るように出来ないか、と日

本から提案を行い、検討して後日返答することになっ

た。2013～2016の戦略プロジェクト関してオフィ

スも積極的に協力していきたい。

２-３.財務報告
　2012年の結果について、475,698CHF（スイスフラ

ン）の収入で438,241CHFの支出であり、37,458CHF

の黒字である。これはその前３年間連続して赤字続き

だったことを考えるとよいことには違いない。理由と

しては支出が大幅にカットされたことによる。今まで

の支出は例えば、加盟団体の記念事業への出席のため

の旅費、委員会委員長のＭＣへの出席旅費などがあっ

た。さらにBernオフィスの人件費の削減、委員会予

算の不執行などがあげられる。一方収入はスポンサー

からの収入が増えたことに依っている。

　ＵＩＡＡラベルは米国の代理店の撤退により、落ち

込んだ。アイスクライミングにおいてはロシアとルー

マニアで審判とルートセッターに対する支払いは収入

も支出も予算化されていなかったが、参加者がことの

ほか多く、ライセンス費用で賄えた。

　その他、通貨下落のことも考慮に入れ比較的安定し

ているスイスフランで運用している。

　2013年３月期までの収入、支出の状態を簡単に

説明すると、会費収入は既に年間の半分以上、ＵＩ

ＡＡラベルも既に90,000CHFに達している。他にＩ

ＯＣからの交付金、スポンサーシップとしてGrivel, 

Bachli, Pieps, Redfox, Nicas, TNFなどからある。

　支出としてスタッフ給与がある。会長のFritsから

はまだ出張等の費用の精算がない。スタッフのMC参

加の費用、ＭＣに出席の委員会委員長の旅費などがあ

る。支出を抑えるためにSkypeでＭＣ参加の委員長も

いる。いまのところ滑り出しはまあまあである。

２-４. ＴＮＦ（ノースフェイス）のスポンサーシップ
とアイスクライミング

　ＵＩＡＡを挙げて、オフィススタッフもくりだし

てアイスクライミングのオリンピック種目実現に取

り組んでいる。既に委員長を辞めたロシアのParvel 

Shabalinにも2014年３月まで協力を仰いでいる。ま

た北米での来年の大会も決まっている。合計選手は約

300人、約30ヵ国を見込み、アンチドーピングルー

ルにも適合するよう選手教育も行っている。

２-５.メンバーシップ

　本来ＵＩＡＡは１ヵ国１団体の加入が原則であった

が、近年は２団体以上の加入も認めている。但し、全

投票権は１団体のみで他は加盟金を支払っている関係

上会計に関することのみに投票権がある。このことで

いつもギクシャクしている。昨年の理事会でもトルコ

の全投票権団体のＴＤＦの会費滞納が問題になってい

た。その後一部のみ支払ったがまだ不十分になってい

る、との報告があった。今回ＭＣ会議にＴＤＦは出席

せず、今後についてはまだ不明のままである。このよ

うな状況のなか、トルコ第２の団体ＺＭＣが総会にて

理事に立候補、当選してしまった。因みにこの選挙で

の落選はギリシャのみであった。さて、この後ギリ

シャはＵＩＡＡに手紙を出し、投票権のない団体が立

候補するのはおかしい、と抗議し、ＵＩＡＡ＿ＣＯＵ

ＲＴ（調停所のようなもの）に提訴するまで発展、し

かし一審はギリシャの敗訴であった。このＣＯＵＲＴ

には審議のために費用が発生するが判決がおりる前に

ギリシャはそんなものは支払う必要がないとのサイン

なしのレターをＣＯＵＲＴに送っていたのも敗訴の原

因の一つと思われる。ギリシャは当然納得せず、バル

カン半島の他のＵＩＡＡの加盟団体も巻き込んで徹底

抗戦の構え。しかし今度の会議にギリシャは出席せず、

ＵＩＡＡとしては却下した。因みに一例として韓国は

ＣＡＣが投票団体で加盟し、ＫＡＦは２番目になるが

それでもChristine Paeは理事になっている。昨年の

理事会ではＺＭＣの立候補については規約上問題ない

との見解になっており、その直後の総会においてギリ

シャも出席しての理事選挙であった。立候補者の所信

表明でも神﨑会長は堂々と持論を展開したのに比べギ

リシャは何も発言せず大人しかった、という印象があ

る。

　加盟費の再検討、そして小さな加盟団体をどのよ

うにして残していくか、ということについて検討の

ＷＧ（Working Group）を設置したいとの提案があっ
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た。日本としては小さな加盟団体がＵＩＡＡに対して

どのようなことを望んでいるか調査したことがあるか

質問、最初は質問の意味がよくわからなかったようで

あるが、潜在的な小さな団体についても調査したらよ

い、と言ったら理解してくれた。特にこの問題はかな

り重要との指摘を後に事務局長のHeleneから受けた。

イギリスのAnneも本会議で改めてバックアップして

くれた。話は飛ぶが、Solidarity基金というのがあり、

11,000CHFあるがその使い道についてもどのように

しましょうか、とのこともありこの別の2つの目的の

ために１つのＷＧを立ち上げることにしてメンバー

はインド（Harbhajan）、イタリア（Lucia）、イギリス

（Anne）、スペイン（Joan）そしてオフィスはAgnessで

構成されることとなった。

　ロシアはＣＦＲが抜け、加盟はＲＭＦのみの１団体

になった。

２-６.名誉会員
　フランス山岳会のClaude Eckardt氏を推薦、特に反

対はなく、総会に諮られる。

２-７.再入会
　再びドイツ、オーストリアの件について、前者は会

員500,000人、後者も1,000,000とのことで前者は

具体的に10月にも再入会の方向になっている。

２-８.今後の予定
　総会：2013年10月３日（木）に理事会、４日（スイ

ス山岳会150周年記念式典）、５日（総会）スイスにて

開催、2014年10月　チリ開催は決定事項、2015年

10月ソウルが立候補、理事会：2014年５月、未定

２-９.各地域の活動
　韓国ＫＡＦのChristine Pae女史がUAAAの活動に

ついてPowerPointを用いて説明を行った。それに呼

応して南半球の地域に関して簡単な活動紹介があっ

た。南米はスペインからブラジルは会長が代わったこ

と、チリ、メキシコの活動について口頭紹介があっ

た。南アフリカについてはDaveが、既に自分は会長

を退いたことなど自国の紹介を行った。Anneが付け

加えて８月にYouthトレーニングリーダーコースが南

アフリカで行われること、ついでに同時期にモンゴル

でYouth Rock Climbing Festivalが行われることを紹

介した。

２-10.マーケティングについて
　発表はＥＢのThomas Kaehrである。ＵＩＡＡの立

脚点を確認し、将来方向を打ち出すために、強い点、

弱い点、機会を与えられている点、脅威となっている

点を分析し、各各委員会が持っているプロジェクトの

方向性について特に2013／2014年での達成目標が

示された。アイスクライミングは2022年のオリンピッ

ク種目を目指しているそうである。全体としてよく出

来ている、という評価であった。

２-11.各委員会活動報告
　出席しての発表は、安全委員会、登山委員会とその

中のトレーニング標準ＷＧ、Youth委員会、アイスク

ライミング委員会で、Skypeでは、アクセス委員会、

自然保護委員会、医事委員会であった。席上、長々と

話す人、簡潔に修める人など様々であった。Skypeは

経費節減の為ではあるが、繋がりにくい場合も多々見

られた。発表内容はWebに書いてあることが殆どで

詳細は割愛する。

２-12.アンツェリンからの事前の提案
　アンツェリンは名誉会員ではあるがＭＣメンバーで

はない。ただＭＣに出席する権利はある。彼は事前に

メールにて議題提案を送っていた。主なものとして、

昨年の総会で遠征委員会がアクセス委員会の中のＷＧ

になったことについて、元の委員会のレベルに復活さ

せてほしいとのこと。これについては６月のアクセス

委員会で検討される。最近の温暖化の影響で氷河の衰

退が進み、事故も多い。ネパールではもっとツーリス

トを呼びたい、遭難救助隊を設置したく、援助してほ

しいとのこと。似たようなことを昨年のアジアの総会

でも言っていたが具体的進展はなかった。彼も発言は

なかった。

３. 他の出来事
　2014年11月に広島で開催予定のＵＡＡＡ20周年

記念総会にＵＩＡＡ会長のFrits Vrijlandt氏の出席を

要請し、快諾を得た。同年南米開催のＵＩＡＡ総会は

10月なので問題ないとのこと。

　さらに日本を出る前にYouthの補助事業を日本で開

催してほしいとのメールがAnneから来ており、会っ

て相談しましょう、ということになっていた。話をし

たのは、２つあり、１つはクライミング大会の開催、

もう１つはアジアの青少年を一堂に集め、トレーニン

グ教育をしましょう、とのことで、2014年のＵＡＡ

Ａ20周年総会の前か後のどちらかに、そして2016

年にも、ということでどのイベントをどの時期に行う

か、或いは行わないかなどをAnneに提案してもらう

ことになった。

（記　小野寺斉）
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平成25年度第１回理事会報告

　公益社団法人に移行して初めての理事会が、５月

11日（土）に東京渋谷の岸記念体育会館で開催された。

新公益法人制度では、理事会開催から総会開催まで最

短で15日間の備え置きが必要となるため、従前のよ

うに総会と同日開催ができなくなった。

　理事会に先立ち神﨑会長から以下の挨拶があった。

　「今年のＧＷも山の事故が全国で相次いだ。このよ

うに遭難事故が後を絶たず、多発すると本協会として

も社会的責任を感じる。４月１日から公益社団法人と

してスタートした。先の「変わる！　日山協」で提示

したようにこれからは本協会の理念と目的を明確にし

て社会に親しまれる登山、社会の一員として位置づけ

られる登山界づくりに尽力していきたい。具体的には

４つのワーキング・グループを中心に47プラスアル

ファ体制の構築、登山者登録制度の整備、岳連（協会）

及び専門委員会活動の活性化など山積した課題をでき

るものから早急に解決していきたい。組織的には常務

理事が委員長を兼務することができなくなるので、３

ケ月に１回、常務理事と委員長の合同会議を開催した

い。さらに将来的な夢としては、クライミングのベー

ス・ボードを併設した日本山岳会館などの登山基地を

創りたい。」と挨拶。

　次いで尾形専務理事より理事会の成立状況（定款第

33条）として、定数24名（定足数12名）、出席者19名、

欠席5名で理事会は成立と報告された。

　議事役員の選出では、定款第32条の規定により神

﨑会長を議長に選出。議事録署名人は、定款第34条

の規定により議長と福田、岡本両監事を指名して議事

に入った。

議　　事
⑴第１号議案　平成24年度事業報告（案）について
　尾形専務理事から資料を事前配布しているので、詳

細説明は割愛し、各担当常務理事から補足説明の後、

質疑を受けたいと説明し、承認が諮られた。

　●第１号議案、提案通り承認された。

⑵第２号議案　平成24年度収支決算報告（案）について
　相良常務理事より議案書に基づき、平成25年度の

収支決算報告について説明された。先ず、資料を事前

配布した後に確定した受取助成金（日本スポーツ振興

くじ助成金及び日本スポーツ振興基金助成金）を訂正

した後、貸借対照表、正味財産増減計算書、正味財産

増減計算書内訳表、財産目録、財務諸表に対する注記、

収支計算書について報告された。

　その後、福田監事より４月15日、16日に行われた

監査報告を受けて、質疑を受けた。

　●第2号議案、提案通り承認された。

⑶第３号議案　平成25年度収支予算に係る付帯議決について
　尾形専務理事から平成25年度上期の予算執行をみ

て予算に変更が生じた場合、補正予算を組んで対処す

ることの承認と補正予算は、常務理事会に一任するこ

との承認が諮られた。

　●第３号議案、提案通り承認された。

⑷第4号議案　正会員の承認について
　定款第６条の規定により平成25年度の新規正会員

の承認が諮られ、以下の正会員が承認された。都道府

県山岳連盟正会員：二階堂章信（茨城）、喜内敏夫（栃

木）、八木原圀明（群馬）、佐藤旺（京）、古屋寿隆（山梨）、

木下喜代男（岐阜）、山﨑裕晶（岡山）、原秀樹（徳島）、

雨宮節（沖縄）、以上９名。

学識経験者正会員：神﨑忠男、國松嘉仲、尾形好雄、

小野寺斉、西内博、仙石富英、森下健七郎、瀧本健、

青木秀則、相良忠麿、北村憲彦、小宮山稔、増山茂、

以上13名。

⑸第５号議案　理事及び監事候補者の推薦について
　平成25年度定時総会で選任する役員について以下

の候補者の推薦が提案された。

理事候補者：神﨑忠男、八木原圀明、國松嘉仲、佐藤

旺、尾形好雄、小野寺斉、西内博、仙石富英、森下健

七郎、京オ昭、水島彰治、瀧本健、青木秀則、相良忠

麿、北村憲彦、増山茂、小野倫夫、高橋時夫、小宮山

稔、永山義春、亀井正明、伊藤克己、小林弘之、宮崎

良平、多田修　以上25名

監事候補者：内藤順造、岡本忠良、中畠正喜 以上３名

　●第５号議案、提案通り承認された。

⑹第６号議案　基本財産について
　定款第35条の規定により、本協会の基本財産は、

公益社団法人移行時に遊休財産控除対象財産として６

号財産に整理した30,000千円とすることの承認が諮

られた。

　●第６号議案は、提案通り承認された。

⑺第７号議案　平成25年度収支予算書の修正について
　第６号議案で承認された基本財産を受けて平成25

年度収支予算書（内訳表/損益計算ベース）の指定正味

財産期末残高と一般正味財産への振替額の記載修正が

諮られた。

　●第７号議案は、提案通り承認された。

⑻第８号議案　組織・管理運営規程の改訂（案）について
　尾形専務理事より（社）日本山岳協会の組織・管理

運営規程を（公社）日本山岳協会の組織運営に合わせ

るために一部改訂したい旨の説明があり、承認が諮ら
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れた。

　●第８号議案は、医科学委員会の条文一部変更で承

認された。

⑼第９号議案　国体山岳競技規則の改訂（案）について
　寺内常務理事より議案書に基づき国体山岳競技規則

集の改訂について説明があり、質疑を受けた。

　●第９号議案は、提案通り承認された。　

報　告
①尾形専務理事より平成24年度の山岳共済会の事業

報告及び収支決算報告が行われた。

②尾形専務理事から（公財）日本体育協会、（公財）日

本オリンピック委員会、（公財）日本障害者スポーツ

協会、（公財）全国高等学校体育連盟、（公財）日本中

学校体育連盟の連名で出された「スポーツ界における

暴力行為根絶宣言」及び「スポーツ界における暴力行

為根絶に向けたスローガン（標語）」の募集について、

説明があった。

その他
①「山の知識検定（ヤマケン）」の公認名義申請について

　一般社団法人日本山岳検定協会から申請のあった公

認名義使用について承認が諮られた。

平成25年度第２回理事会報告

　定時総会終了後、同会場において理事会が開催され、

新しく選出された役員で、三役及び常務理事の互選と

運営方針などが諮られた。

　議事役員の選出では、定款第32条の規定により神

﨑会長を議長に選出。議事録署名人は、定款第34条

の規定により議長と内藤、岡本、中畠各監事を指名し

て議事に入った。

議　　事
⑴ 第１号議案　会長、副会長、専務理事及び常務理事
の互選について
　尾形理事より議案書に基づき、次の理事が会長及び

副会長に選任することの承認が諮られた。

会長：神﨑忠男、副会長：八木原圀明、國松嘉仲、佐

藤旺

　●提案通り承認。

　次いで尾形理事より議案書に基づき、次の理事を専

務理事と常務理事に選任することの承認が諮られた。

専務理事：尾形好雄、常務理事：小野寺斉、西内

博、仙石富英、森下健七郎、京オ昭、水島彰治、瀧本

健、青木秀則

　●提案通り承認。

⑵第２号議案　平成25年度運営方針について

　●主催団体の法人概要の調査、検定内容の精査、覚

書の締結などを慎重に検討して、対応は専務理事に一

任することで承認。

②宮本理事より今年のＧＷ中に長野県内でも山の遭難

事故が多発して、県など行政から遭難事故防止の啓発

に努めて貰いたい旨の指導があったので、日山協でも

協力して頂きたい。クライミング競技施設とルート

セッターの経費負担が地方岳連を経済的に圧迫してい

る。是非、経費負担の軽減を検討して頂きたい。

　以上で第１回理事会は、閉会。

（出席者）理事：神﨑忠男会長、國松嘉仲副会長、八
木原圀明副会長、松元邦夫副会長、尾形好雄専務理事、

小野倫夫、服部一雄、西内博、仙石富英、佐藤光由、

水島彰治、宮本義彦、安藤武典、伊藤克己、京オ昭、

足達敏則、相良忠麿、寺内丈行、堀井昌子、各理事　

以上19名　監事：福田昇、岡本忠良

（欠席者）石倉昭一、高山雅夫、永井豊、北山真、谷
口浩平、各理事5名

（同席者）瀧本健（指導員会副委員長）
（文責　尾形好雄）

　尾形専務理事より議案書に基づき、平成25年度の

運営方針、主要事業予定及び理事会開催日程（11月

17日、３月９日）、代表者会議（仮称）日程（２月16日）

について説明。この他の業務運営等については、常務

理事会に一任させていただきたい旨、提案される。

　●第２号議案、提案通り承認された。

⑶第３号議案　国体山岳競技規則集の一部改訂について
　尾形専務理事から議案書に基づき、国体山岳競技規

則集の一部追加訂正について承認が諮られた。

　●第３号議案、提案通り承認された。

その他
　尾形専務理事より直近の事業と役員派遣について説

明がなされた。

　以上で第２回理事会は閉会。

（出席者）理事：神﨑忠男、國松嘉仲、八木原圀明、
佐藤旺、尾形好雄、小野寺斉、西内博、仙石富英、森

下健七郎、京オ昭、瀧本健、青山秀則、相良忠麿、北

村憲彦、増山茂、小野倫夫、高橋時夫、小宮山稔、永

山義春、亀井正明、伊藤克己、小林弘之、宮崎良平、

多田修、各理事　以上24名

監事：内藤順造、岡本忠良、中畠正喜、以上3名

（欠席者）水島彰治
（文責　尾形好雄）
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Anne Arran 「France:Ariege」

雑
誌
東京新聞 「岳人」№792　2013年6月号
山と渓谷社 「山と渓谷」№938　2013年6月号

会
　
報

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」№421
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第551号
横浜山岳会 「山」971号 2013年5月
（独）日本スポーツ振興センター 「47プロジェクトトップアスリートの想い&toto助成活動紹介」
（公財）植村直己記念財団 「アドベンチャー・フォーラム」第38号
（公財）植村直己記念財団 「アドベンチャー・フォーラム」特別編
（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ  アルク」2013 6・7
中華民国山岳協會 「中華山岳」234
FEEC 「Vertex」247 Mar-Abri l2013
山梨県山岳連盟 「山梨岳連」第87号
（公財）全日本ボウリング協会 「JBC news」第498号
（独）日本スポーツ振興センター 「国立競技場」Vol. 597 
（独）日本スポーツ振興センター国立登山研修所「登山研修VOL. 28」
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」№283
（公財）日本体育協会 「Sports Japan」2013・05-06 Vol. 7
（株）スクールパートナーズ 「高校生新聞」第206号
KOREAN　ALPINE　FEDERATION 「大山聯」 Vol.173 2013 May
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 2013年6月 №460
（公財）日本体育協会 「体協フェアプレイニュース　体協スポーツニュース」2013年5月13日
（公社）日本山岳会 「山」№ 816 2013年5月号
玲峰グループ 「玲峰」Vol. 82 2012年度
モンベルクラブ 「OUTWARD」2013 №60
東京野歩路会 「山嶺」Vol. 90 № 999
富山県山岳遭難対策協議会事務局 「山巓  平成24年度の山岳遭難防止活動」
おいらく山岳会 「山行手帳」№642 '13.6
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」第399号 2013年5月15日
COREAN　ALPINE　CLUB 「COREAN ALPINE CLUB」2013.5~6vol230
横浜山岳会 「山」972号 2013年6月

寄贈図書

平成25年度５月（25年５月） 常務理事会報告

日　時　平成25年4月25日㈭
　　　　17：30～19：55
場　所　岸記念体育会館103会議室
出席者　神﨑会長、八木原、國松、
松元副会長、尾形専務理事、西内、
仙石、佐藤、石倉、高山、水島、
相良、谷口、寺内、永井、堀井各
常務理事
委　任　北山常務理事

（17名中16名出席）

１.専門委員会動静
４月常務理事会以降
（４月12日～４月24日）
［報　告］
⑴自然保護委員会
　４月16日㈫　出席者15名
ア　３月常任委員会議事録確認
イ　３月常務理事会報告
ウ　山岳団体自然環境連絡会報告
・サステナブルサミッツ開催の件ほか
エ　平成25年度自然公園指導員表
彰候補者の推薦について
・小川秀樹氏（千葉）を推薦
オ　山岳自然保護の集い・中央大会
実施案について
カ　常任委員研修会について
・5/18～19、小川げんきプラザ
キ　情報交換・連絡事項について
⑵競技委員会
　４月18日㈭　出席者６名
ア　選手登録費の改定について
イ　ブロック研修会の開催方法につ
いて
ウ　各競技事業の担当者について
エ　国体山岳競技規則集改訂につい
て
オ　第16回ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ大会開催要項について
カ　平成25年度選手登録について
キ　リード競技のチーム順位決定に
ついて
ク　ブロック大会のブロック割当数
の変更について
ケ　４月常務理事会報告
コ　日本ユース選手権報告
サ　第８回山岳スキー競技日本選手
権報告
シ　アイスクライミング小委員会報

告
ス　国体後催県の準備状況について
・東京：壁完成。
　4/21に利用主任研修者の認定。
4/28～29、東京カップ開催。
4/28、第1回基準会議。

　5/19、特別研修会開催。
・茨城（H31）：鉾田市開催で決定。
11/18に正規視察。

⑶ジュニア普及委員会
　４月19日㈮　出席者４名
ア　ジュニア登山教室「なすかし雪
遊び隊」報告
イ　平成26年度中高年安全登山指
導者講習会について
・東部：青森、西部：岡山で検討
ウ　第52回及び第53回全日大会に
ついて
・52回茨城、53回徳島
エ　ジュニア登山教室「立山」の準

備について
オ　平成25年度中高年安全登山指
導者講習会の内容について
カ　日本山岳遺産基金助成金につい
て
キ　全国高体連登山大会について
・8/2～6、九重山塊
⑷広報委員会
　４月19日㈮　出席者４名
ア　『登山月報』５月号編集内容
・ユース日本選手権大会報告
・第８回山岳スキー競技選手権大会
報告
・平成25年度競技部総会報告
・オーバーナイト・テントフォーラ
ム報告
・超党派「山の日」制定議員連盟発足
・Mountain World
・会務報告
⑸遭難対策委員会
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編集後記
　富士山は７月１日に山開きを迎え
本格的な登山シーズンに入る。今年
は世界文化遺産の話題で、登山者の
増加が見込まれ、渋滞や混雑による
事故多発が予想される。
　このほど山梨・静岡両県は観光庁
に「弾丸登山」の自粛を、旅行団体な
どを通じて呼び掛けるよう要請した。
又、登山者抑制のため入山料の試験
導入も検討中とか。
　山岳団体は、世界遺産登録後も従
前通り利用が出来るように、安全対
策と環境保全の為、何かアピールす
べきではないかと思う。
 （広報担当　水島彰治）
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　　　　　　　（毎月１回 15 日発行）
　発行日　平成25年６月15日
　発行者　東京都渋谷区神南1の1の1
　　　　　岸記念体育会館内
　　　　　公益社団法人日本山岳協会
　電　話　03 － 3481 － 2396
　F　A　X　03 － 3481 － 2395

　４月24日㈬　出席者７名
ア　常任委員研修会について
・5/11～12、埼玉・上尾スポーツ
研修センター
イ　オーバーナイト・テントフォー
ラムの反省
・内容の検討について
ウ　オースジャパン探知機について
・フィールド・テストの結果について
エ　平成25年度委員総会・研修会
について
・6/29～30、大阪・桜ノ宮
・テーマ「道迷いを防ぐ」講師：村
越真
オ　自己責任についての自由討議

２.その他の重要事項　
（４月12日～４月24日）
［報　告］
⑴吉崎四一郎参与（東京）逝去。　
４月10日㈬
⑵小島烏水祭
　４月13日㈯～14日㈰
　於：高松　神﨑会長
⑶ＵＡＡＡ創立20周年記念事業打
合せ　４月15日㈪
　於：広島県山岳連盟　神﨑会長
⑷会計監査　4月15日㈪～16日㈫
　於：岸記念体育会館
　福田、岡本両監事、尾形専務理事、
相良常務理事、瀬田常任委員、小
野寺事務局員
⑸2012年度ミズノスポーツメントー
ル賞、ミズノスポーツライター賞
表彰式　４月18日㈭
　於：グランドプリンスホテル新高
輪　尾形専務理事
⑹超党派「山の日」制定議員連盟会
議　４月18日㈭
　於：衆議院第1議員会館
　尾形専務理事
⑺オーバーナイト・テントフォーラ
ム　４月20日㈯～21日㈰
　於：秩父・長瀞　西内常務理事

⑻日体協加盟団体事務局長会議
　４月24日㈬　於：日本青年会館
　尾形専務理事
⑼スポーツ界における暴力行為根絶
に向けた集い　４月25日㈭
　於：日本青年館大ホール
　小野寺事務局員

３.議　事
⑴平成25年度４月常務理事会議事
録の承認について（承認）
⑵平成25年度第１回理事会議案に
ついて（承認）
①平成24年度事業報告（案）
②平成24年度収支決算報告（案）
③平成24年度監査報告
④平成25年度新役員候補者の選出
について
⑤正会員候補者の推薦について
⑥平成24年度山岳共済会事業報告
⑦平成25年度山岳共済会収支報告
⑧組織・管理運営規程の改訂について
⑨国体山岳競技規則集の改訂について
⑩公益社団法人の基本財産について
⑪平成25年度収支予算書の記載修
正について
⑶平成25年度生涯スポーツ功労者
候補の推薦について
　（事務局一任で承認）
⑷公認指導者規程・規約規程集、公
認指導員（ＡＣ）検定基準及び公
認上級指導員（ＡＣ）検定基準の
改訂について（承認）
⑸報告事項
ア　平成25年度国際委員総会・第
32回海外登山遭難対策研究会

イ　平成25年度遭対委員総会・研
修会
ウ　オースジャパン探知機のテスト
結果について

４．後援、協賛等の依頼について
ア　「コバトンボルダリングカップ 
in ＲＣ川越」の後援名義について

（埼玉岳連主催）（承認）

５.報　告
⑴自然保護指導員の承認 なし
⑵指導員の認定承認
①ＳＣ指導員 なし
②ＳＣ上級指導員 なし
③アルパイン指導員 なし
④アルパイン上級指導員 なし

６.通知、依頼、連絡、案内等
　別紙の通り

７.連絡事項
①平成25年度第１回理事会
　５月11日㈯　10：30～14：30
　（岸記念体育会館101～103号室）
②平成25年度定時総会
　５月26日㈰　10：30～14：30
　（岸記念体育会館101～103号室）
③平成25年度第２回理事会
　５月26日㈰　15：00～16：00
　（岸記念体育会館101～103号室）
④平成25年度６月常務理事会
　６月13日㈭　17：30～21：00
　（岸記念体育会館103号室）


